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第17回年会・放射光科学合同シンポジウムは2004

年１月８日から10日まで物質材料機構及びつくば国

際会議場（エポカルつくば）において、プログラム

委員長・河田洋教授（ＰＦ・ＫＥＫ）、実行委員

長・岸本俊二助教授（ＰＦ・ＫＥＫ）のもと、開催

されました。今年の年会では口頭発表92件、ポスタ

ー発表393件と昨年度よりも100件以上多くの発表申

し込みがあり、参加者はこれまでの最大の623名に

のぼり、放射光学会始まって以来の盛大な大会とな

りました。これは、第3世代放射光施設SPring-8を

はじめとする、我が国の放射光施設が建設期を終え、

様々な研究開発分野への放射光利用が広く浸透して

きた結果であると思われます。それに伴い、本年会

の特別講演、企画講演は、放射光の科学技術研究へ

の本格的利用や、次世代の放射光への可能性を探る

フロンティアランナーの研究者の方々の講演により

構成されました。特別講演は日本の物質科学をリー

ドする十倉好紀教授（東大院工・産総研）の「強相

関電子系と放射光」、第４世代放射光の可能性につ

いてのスタンフォード大学のリンダウ教授による

「 Scientific Opportunities and Technological

Challenges with Fourth Generation Light Sources」

でした。企画講演では、次世代放射光利用の可能性

についての「コヒーレントＸ線で見えてくる世界」、

放射光の円偏向Ｘ線の特徴を利用した生体物質研究

についての「生体物質のVUV・SX自然円二色性」、

放射光のパルス性を利用したピコ秒での物質構造研

究へのチャレンジについての「放射光時分割測定の

最近の展開　－光誘起現象の解明へ－」、放射光の

臨床応用への現状を視野に入れた「医用画像診断へ

の応用」、産業界でのデバイス開発への応用につい

ての「放射光を用いた微細加工の最前線」が行われ

ました。そのほかの口頭及びポスター発表において

も意欲的な発表が多数行われました。

特筆すべきは、今年の学会奨励賞に、JASRI／

SPring-8の矢橋牧名研究員が、井野明洋氏（広島大

学助手；受賞理由　銅酸化物高温超伝導体の電子構

造の研究）と共に選ばれたことです。矢橋研究員の

受賞理由は「強度干渉計によるＸ線コヒ－レンスの

研究」です。内容は、最近14.4keVでのエネルギー
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幅120µV（ΔE/E = 8×10-9）のX線を得られる超高

分解能モノクロメーターを開発し､十分な信号ノイ

ズ比の計測を可能とし干渉測定からSPring-8の27m

アンジュレーターの光源サイズを決定するととも

に、電子ビームのバンチ長計測が可能なことを示し

たことです。この方法はX線FELのようなサブピコ

秒からフェムト秒のパルスX線源にも容易に適用で

きることから世界的に注目され､そのことが高く評

価され、今回の受賞となりました。（写真１、懇親

会での受賞風景、会長、井野氏と共に）

懇親会は会場から車で５分の山水亭で、鏡開きか

ら始まり（写真２）、和やかな雰囲気のもとに行わ

れました。年の初めに開催される本年会では現在計

画中も含め14にのぼる放射光研究施設の施設報告、

関連企業の42社の企業展示も行われ、研究者、放射

光施設、関連企業との重要な情報交換の場となりま

した。初日の合同シンポジウムでは、SPring-8を取

り巻く厳しい予算の状況などが問題となりました

が、放射光施設全体の共通の問題として、学会全体

としても取り組んでいく必要があると感じました。

来年は、建設中の佐賀シンクロトロンにおいて、

九州での初めての年会開催が予定されており、放射

光利用の全国的な広がりの契機となることが期待さ

れています。是非とも、また、SPring-8から多くの

研究発表の参加が行われることを期待しています。
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